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はじめに

本研究の目的
電子化され, 大量に蓄積された医療文書に対してテキストマイニン
グを行うことで, 医療文書の 2次利用可能性を示す.

研究のながれ
1 医療文書に対してテキストマイニングを行うための索引の作成
2 各疾患における退院サマリーの特徴抽出
3 抽出した特徴をもとに, 退院サマリーから疾患名が特定できる
かを検証

4 特定した例に対してデンドログラムを作成し, 分類を視覚化
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対象

千葉大学附属病院病院情報システムに保存されている 36,335症例の
退院サマリー
⇒症例数が 100以上ある 50疾患を算出
⇒各臓器の代表的疾患である 13疾患を選定

Table 1: 各臓器の代表 13疾患とその症例数
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解析環境の構築

形態素解析
使用したシステム：「茶筅」（奈良先端科学技術大）
追加した辞書：MEID辞書（医学辞書）

辞書の再構築
臨床現場にて作成された文書には, 略語が多用される.

⇓

退院サマリーを形態素解析し, MEID辞書にない単語から各疾患にお
ける出現頻度上位 50位までの用語を辞書に追加.
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特徴の抽出方法

退院サマリーベクトル
D：対象とする文書集合, d1, d2, · · · , dj , · · · , dn：退院サマリー,
w1, w2, · · · , wi, · · · , wm：Dから抽出された索引語,
αij：ある退院サマリー dj におけるある索引語 wi の重み

−→
dj = [α1j α2j · · ·αij · · ·αmj ]

T (1)

⇒退院サマリーベクトル

索引語文書行列

−→
D = [

−→
d1

−→
d2 · · ·

−→
dn] =


α11 α12 . . . α1n

α21 α22 . . . α2n

...
...

. . .
...

αm1 αm2 . . . αmn

 (2)

⇒索引後文書行列
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重みの算出方法

tf×idf法
αij：重み,

αij =
lijgi
nj

(3)

fij：wi の dj における出現頻度
n：対象とする退院サマリーの症例数
ni：対象の退院サマリーにおける wi を含む症例数

lij = log(1 + fij) (4)

gi = log(
n

ni
) (5)

nj =

√√√√ m∑
i=1

(lijgi)2 (6)
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貪欲アルゴリズムによるデンドログラムの作成

最大木問題
各ノード（今回は疾患）をつなぐ木の重み（今回は類似度）の総和
が最大となる木を求める問題.

図 1: デンドログラムの例
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13疾患の重要語の抽出

索引語の抽出

茶筅を用いて 13疾患の退院サマリーの形態素解析
⇓ 結果

7,918語の索引語が抽出

Table 2: 重み上位 10 位の索引語 1

Table 3: 重み上位 10 位の索引語 2
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退院サマリーからの疾患の特定

特徴抽出に用いたのとは別の 13疾患の退院サマリーを各 30症例,
計 390症例無作為に抽出し, 既出の 13疾患における退院サマリー
ベクトルとの内積を計算.
⇒13疾患に対する類似度を, 症例ごとにレーダーチャートで表現.

Table 4: 各疾患の正診率
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13疾患のデンドログラム

図 2: 13疾患の類似度の最大全域木によるデンドログラム

胃癌と肝癌の類似度が最も高い.
⇒ 両疾患とも悪性腫瘍ということから妥当.

変形性関節症と瘢痕拘縮のグループの類似度が最も低い.
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おわりに

今後の課題
解析に用いる辞書の改良
扱うデータを増やすことによる, 退院サマリーベクトルの改善
重み付け方法の再考
より多数の疾患を適用したデンドログラムの妥当性の確認

今後の展望
既存の疾患の退院サマリーベクトルとの類似度をもとにした,
新たな疾患の発見（退院サマリーベクトル）
合併症の可能性の示唆（レーダーチャート）
疾患群同士の相関関係の視覚化による新たな知見の誘発
（デンドログラム）
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